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　議会を傍聴しませんか？
次の定例会の
開催予定は

（月）～512

電 話：
F A X：
メール：

0256-34-5583
0256-33-8861
gikaij@city.sanjo.niigata.jp

議会だよりへのご意見・ご要望は、
こちらまで。

インターネットでも情報発信中！
 三条市議会   検索

【
今
号
の
主
な
内
容
】

令和4年（2022年）9月定例会（9月1日～26日） 

●議案賛否一覧

《市政を問う》

●大綱質疑・質疑・討論

●一般質問

●常任委員会審査レポート

●決算審査特別委員会審査レポート

P2

P4

P7

P13

P14

令和3年度
決算認定！

PICK
UP!



議　案　賛　否　一　覧 ○ :議案に対して賛成　×: 議案に対して反対

無

所

属

公
明
党
議
員
団

日
本
共
産
党
議
員
団

自
由
ク
ラ
ブ

清

風

会
区分 番　号 件　　　　名 概　　　　要 審査した委員会 9 7 3 2 1
 〔市長提出〕

条　
例

議第１号 三条市犯罪被害者等支援条例
の制定について

本市における犯罪被害者等の支援に関し基本理念を定め、犯罪被害者等
の必要とする施策を総合的に推進することで、市民等が安全で安心して暮
らすことのできる地域社会の実現に寄与するため、本条例を制定するもの
施行期日：公布の日

市民福祉常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議第２号 三条市企業版ふるさと納税基
金条例の制定について

地域再生法に規定するまち・ひと・しごと創生寄附活用事業の財源に
充てるため、三条市企業版ふるさと納税基金を設置することから、本
条例を制定するもの
施行期日：公布の日

経済建設常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議第３号
三条市議会議員又は三条市長
の選挙における選挙運動用自動
車の使用の公営に関する条例等
の一部改正について

公職選挙法施行令の一部改正に伴い、選挙運動用自動車の使用等に
係る公費負担の見直しが行われたことから、本市においてもこれに準
じ、必要な改正を行うもの
施行期日：公布の日

総務文教常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議第４号 三条市職員の定年等に関する条
例等の一部改正について

地方公務員法の一部改正に伴い、定年の段階的な引上げ、管理監督
職勤務上限年齢制および定年前再任用短時間勤務制の導入などに
係る規定の整備を行うため、必要な改正を行うもの
施行期日：令和５年４月１日等

総務文教常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議第５号 三条市職員の育児休業等に関
する条例の一部改正について

地方公務員の育児休業等に関する法律の一部改正に伴い地方公務
員の育児休業の取得回数の制限が緩和されたこと、また、非常勤の
国家公務員に係る育児休業の取得要件が緩和されたことから、必要
な改正を行うもの
施行期日：令和４年10月１日

総務文教常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議第６号 三条市手数料条例の一部改正
について

長期優良住宅の普及の促進に関する法律の一部改正に伴い、長期優
良住宅維持保全計画の認定制度が創設されたことなどから、当該認
定の事務に係る手数料を定めるため、必要な改正を行うもの
施行期日：令和４年10月１日

経済建設常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議第７号 三条市しらさぎ荘条例の一部改
正について

三条市しらさぎ荘の開館時間について、他施設との均衡および効率
的な運営を図るために見直しを行うことから、必要な改正を行うもの
施行期日：令和４年10月１日

市民福祉常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議第８号 三条市営住宅条例の一部改正
について

特定優良賃貸住宅の供給の促進に関する法律施行規則の一部改正
に伴い、規定の整理を行うため、必要な改正を行うもの
施行期日：公布の日

市民福祉常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議第９号
三条市森林等における火入れ
に関する条例の一部改正につ
いて

申請を求める他の制度との均衡を図り、火入れの許可に係る手続に
使用する様式を規則で定めることとするため、必要な改正を行うもの
施行期日：公布の日

経済建設常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議第10号 三条市金子新田会館条例の廃
止について

三条市金子新田会館は、利用者が特定の地域に限定されることなど
から、三条市公共施設再配置計画において地域への譲渡を検討する
施設とされており、地域との調整が整ったことから、廃止するもの
施行期日：令和５年４月１日

経済建設常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

そ
の
他

議第11号 公立大学法人三条市立大学定
款の一部変更について

市が公立大学法人三条市立大学に出資した土地について、土地区画
整理法に基づく換地処分が行われたことに伴い、所在地、地目および
地積が変更されたことから、規定の整理を行うため、公立大学法人三
条市立大学定款の一部を変更するもの

総務文教常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議第12号 市道路線の認定、変更及び廃
止について

認定路線　　　 ３路線　　延長　　　　　　293.8ｍ
変更路線　　　 ２路線　　延長（増加分）　　280.8ｍ
廃止路線　　　 １路線　　延長　　　　　　132.9ｍ

経済建設常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

予
算 議第13号 令和４年度三条市一般会計補

正予算

国の新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用して
行う、原油価格・物価高騰の影響を受ける子育て世帯や市内事業者等
への支援、庁舎内等における感染リスク低減のための分散勤務等への
対応に係る無線ＬＡＮ環境等の整備のほか、塚野目保育所の駐車場整
備に係る経費などについて、必要な予算措置を行うもの
補正額　　　　13億4,913万5,000円
補正後の額  　487億3,057万8,000円

総務文教常任委員会
市民福祉常任委員会
経済建設常任委員会

○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

会　  　派　　 名
(下段は所属議員数）

議　　　　案

議

決

結

果

区分 番　号 件　　　　名 概　　　　要 審査した委員会 9 7 3 2 1
 〔市長提出〕

予
算 議第14号 令和４年度三条市介護保険事

業特別会計補正予算

令和３年度の介護給付実績による国庫負担金等の償還金および令和
３年度決算に伴う剰余金等の介護給付費準備基金への積立金を措置
するもの
補正額　　　　 3億3,439万3,000円
補正後の額　101億9,909万3,000円

市民福祉常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

そ
の
他

議第15号
令和３年度三条市水道事業会
計未処分利益剰余金の処分に
ついて

１ 当年度未処分利益剰余金　　　　      1億22万5,184円
２ 利益剰余金処分額　 利益積立金　　 1億22万5,184円
３ 翌年度繰越利益剰余金　　　　　　　　　　　　 0 円

経済建設常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議第16号
令和３年度三条市下水道事業
会計未処分利益剰余金の処分
について

１ 当年度未処分利益剰余金　　　　   1億1,687万4,971円
２ 利益剰余金処分額　 利益積立金　　　      26万9,968円
　 組入資本金　　　　　　　　          1億1,660万5,003円
３ 翌年度繰越利益剰余金　　　　　　　 　　　          0 円

経済建設常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

予
算 議第17号 令和４年度三条市一般会計補

正予算

12 歳以上の方へのオミクロン株に対応した新型コロナウイルスワク
チンの接種および５歳から11 歳までの小児への３回目追加接種等
の実施に要する経費について、必要な予算措置を行うもの
補正額　　          4億7,991万1,000円
補正後の額  　492億1,048万9,000円

○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

決
算

認定
第１号

令和３年度決算の認定について
（三条市一般会計及び各特別会計）

（一般会計）　支出済額　523億7,383万5,989 円
（特別会計）　支出済額　192億1,596万3,319 円 決算審査特別委員会 ○ ○ × ○ ○ 認定

認定
第２号

令和３年度決算の認定について
（三条市公営企業会計）

（水道事業会計）
　収益的収支決算額　支出 20億106万5,732 円
　当年度純利益　　　　　　  1億22万5,184 円
　有収率　　　　　　　　　　　　　　 90.1％

（下水道事業会計）
　収益的収支決算額　支出 20億3,864万7,191 円
　当年度純利益　　　　　　　　　 26万9,968 円
　接続率　　　　　　　　　　　　　　　69.2％

決算審査特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 認定

 〔議員発案〕

意
見
書

議員発案
第１号

地方財政の充実確保に関する
意見書の提出について

地方自治体が住民サービスやまちづくりを安定的に行うための財政
運営に必要な地方税、地方交付税などの一般財源総額の確保などを
要望する意見書を提出するもの
提出先：衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大
臣、内閣府特命担当大臣（地方創生）、内閣府特命担当大臣（経済財
政政策担当）

○ × × × × 否決

そ
の
他

議員発案
第2号 特別委員会の設置について 市議会に「議会改革検討特別委員会」を設置するもの

定数：11人　調査内容：本市議会の改革に関する調査・研究 ○ × × × × 否決

議員発案
第3号 特別委員会の設置について 市議会に「議員定数調査特別委員会」を設置するもの

定数：11人　調査内容：本市議会議員の定数に関する調査・研究 ○ × × × × 否決

意
見
書

議員発案
第4号

コロナ禍においても私立高校生
が学費の心配なく学び続けられ
るよう、私学助成増額・拡充を求
める意見書の提出について

私立高校生への就学支援金制度を拡充することなどを要望する意見
書を提出するもの
提出先：衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、財務大
臣、文部科学大臣

○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議員発案
第5号

コロナ禍においても私立高校生
が学費の心配なく学び続けられ
るよう、私学助成増額・拡充を
求める意見書の提出について

県独自の学費軽減制度を拡充することなどを要望する意見書を提出
するもの
提出先：新潟県知事

○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

 〔請願〕

請
願

請願
第２号

コロナ禍でも学び続けられるよ
う、私学助成の拡充を求める請願

私立高校生への就学支援金制度を拡充することなどを要望する意見
書の提出を求めるもの 総務文教常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 採択
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会
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初
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場

上の表は各議案についての賛否一覧を掲載しています。

ここでは議会にまつわる豆ちしきを掲載しています。参考にしてください。

　

9
月
定
例
会
は
、9
月
1
日
か
ら
26
日
ま

で
の
26
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

市
長
提
出
議
案
は
、「
三
条
市
犯
罪
被
害

者
等
支
援
条
例
の
制
定
」な
ど
の
条
例
案
件
、

「
公
立
大
学
法
人
三
条
市
立
大
学
定
款
の
一

部
変
更
」、「
市
道
路
線
の
認
定
、変
更
及
び

廃
止
」、物
価
高
騰
等
の
影
響
を
受
け
る
子
育

て
世
帯
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
の
給

付
金
や
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
お
よ
び
5
歳
か
ら
11
歳
ま
で
の
小
児
へ
の

3
回
目
追
加
接
種
等
に
要
す
る
経
費
な
ど
約

18
億
3
0
0
0
万
円
を
盛
り
込
ん
だ「
令
和

4
年
度
三
条
市
一
般
会
計
補
正
予
算
」ま
た
、

令
和
3
年
度
の
各
会
計
に
お
け
る
決
算
の
認

定
な
ど
19
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
議
案
は
、各
常
任
委
員
会
な
ら

び
に
決
算
審
査
特
別
委
員
会
な
ど
で
の
審
査

を
経
て
、採
決
の
結
果
、全
て
原
案
の
と
お
り

可
決
ま
た
は
認
定
し
ま
し
た
。

　
議
員
発
案
で
は
、地
方
財
政
の
充
実
確
保

に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
の
ほ
か
、議
会
改

革
検
討
特
別
委
員
会
の
設
置
お
よ
び
議
員
定

数
調
査
特
別
委
員
会
の
設
置
が
提
案
さ
れ
、

採
決
の
結
果
、い
ず
れ
も
賛
成
少
数
で
否
決
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、請
願
の
採
択
に
伴
い
、国
会
や
関
係

行
政
庁
へ
そ
れ
ぞ
れ
意
見
書
を
提
出
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

令和4年
（2022年）

9

23



○西川重則　山田富義　岡田竜一　酒井　健

　馬場博文　白鳥　賢　岡本康佑　西村邦明

　竹山嘉一

○森山　昭　佐藤和雄　阿部銀次郎　武石栄二

　野嵜久雄　藤家貴之　内山信一

○小林　誠　坂井良永　武藤元美

○燕　幸男　笹川信子

　長橋一弘

清 風 会

自 由 ク ラ ブ

日本共産党議員団

公 明 党 議 員 団

無 所 属

会 派 所 属 議 員 ※○：会派の代表者本会議採決の様子

9月定例会では
4会派が大綱質疑、

1人が質疑を
行いました。

 Check!

三
条
市
職
員
の
定
年
等

に
関
す
る
条
例
等
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

議
第

4
号

部
課
長
等
の
役
職
者
の
定
年
延
長
の

際
に
、役
職
定
年
さ
れ
た
後
の
取
り
扱

い
は
ど
う
な
る
か
。

定
年
延
長
の
際
は
、
係
長
級
職
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
知
識
や
経
験
を

活
用
し
、
そ
の
能
力
を
発
揮
し
て
も
ら
う
。

Q

条
例
の
根
拠
法
は
犯
罪
被
害
者
等
基
本

法
で
平
成
16
年
の
制
定
だ
。
18
年
も
経

過
し
た
時
点
で
の
制
定
と
な
っ
た
理
由
と
そ

の
背
景
は
何
か
。
支
援
者
に
対
す
る
財
政
的

負
担
は
ど
こ
が
負
う
の
か
。

令
和
3
年
4
月
に
県
が
支
援
条
例
を
施

行
し
た
こ
と
か
ら
当
市
で
も
検
討
を
進

め
て
き
た
。
財
政
負
担
は
、
見
舞
金
が
県
か

ら
2
分
の
1
の
補
助
金
が
交
付
さ
れ
る
が
、

そ
れ
以
外
は
市
の
既
存
の
支
援
制
度
等
を
活

用
す
る
。

Q

令
和
4
年
度
三
条
市

一
般
会
計
補
正
予
算

議
第

17
号

令
和
3
年
度
決
算
の

認
定
に
つ
い
て

認
定

第
1
号

現
在
、4
回
目
接
種
を
実
施
し
て
い
る

が
、未
接
種
の
方
は
こ
の
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
対
応
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
で
き
る
の
か
。

4
回
目
接
種
券
を
お
持
ち
で
未
接
種
の

方
は
オ
ミ
ク
ロ
ン
ワ
ク
チ
ン
接
種
開
始

後
、
お
持
ち
の
接
種
券
で
オ
ミ
ク
ロ
ン
対
応

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と
は
可
能
だ
。

Q

現
時
点
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
完
了
者
の

割
合
は
ど
う
か
。

11
歳
以
下
の
2
回
目
完
了
者
は
44
%
。

12
歳
以
上
の
3
回
目
完
了
者
は
、

年
代
別
に
17
歳
ま
で
が
64
%
、
39
歳
ま
で

が
71
%
、
59
歳
ま
で
が
86
%
、
65
歳
ま
で
が

93
%
、
65
歳
以
上
が
94
%
と
な
っ
て
い
る
。

Q

予
算
執
行
の
際
、
事
業
効
果
を
高

め
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
工
夫
が

な
さ
れ
た
の
か
と
い
う
観
点
で
個
別
に

以
下
の
事
業
に
つ
い
て
伺
う
。

　

①
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
費

　

②
産
後
ケ
ア
事
業

　

③
耕
作
放
棄
地
等
活
用
事
業

①
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
費
に
つ

い
て
は
、
分
野
ご
と
に
外
部
委
託
し

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
付
与
し
て
い
る
。
移

住
定
住
支
援
サ
イ
ト
に
投
稿
を
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。

　

②
産
後
ケ
ア
事
業
の
利
用
は
無
か
っ

た
。
引
き
続
き
努
め
る
。

　

③
耕
作
放
棄
地
等
活
用
事
業
で
は
、
現

場
の
状
況
確
認
や
他
地
域
の
事
例
研
究
を

し
、
現
段
階
で
は
参
考
事
例
の
収
集
に
努

め
て
い
る
。

Q

三
条
市
犯
罪
被
害
者
等

支
援
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

議
第

1
号

今
現
在
、
三
条
市
が
懸
念
さ
れ
る
ほ
ど

犯
罪
件
数
が
増
加
傾
向
か
、
認
識
は
ど

う
か
。市

内
に
お
け
る
刑
法
犯
罪
認
知
件
数
に
つ

き
ま
し
て
は
、
平
成
28
年
に
4
9
1
件

だ
っ
た
も
の
が
令
和
3
年
は
3
2
3
件
と
減

少
傾
向
に
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

Q

被
害
者
等
が
支
援
を
受
け
る
た
め
の
具

Q

体
的
な
手
続
き
は
ど
う
な
る
か
。

犯
罪
被
害
者
支
援
の
総
合
窓
口
と
な
る

環
境
課
で
相
談
を
受
け
付
け
、
そ
の
後

警
察
に
事
実
確
認
を
す
る
。
複
数
課
に
ま
た

が
る
対
応
が
必
要
な
場
合
は
本
人
の
ご
了
解

の
も
と
、
丁
寧
に
対
応
す
る
。

追
加
予
算
は
、12
歳
以
上
の
3
回
目

接
種
か
ら
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ

ク
チ
ン
接
種
、お
よ
び
5
歳
か
ら
11
歳
ま

で
の
3
回
目
追
加
接
種
を
実
施
す
る
も

の
。そ
れ
ぞ
れ
の
対
象
者
は
何
人
で
、接
種

期
間
は
ど
う
か
。

接
種
対
象
者
は
5
歳
か
ら
11
歳
が

2
3
0
0
人
。
12
歳
以
上
は
3
回
目

接
種
1
万
人
、
4
回
目
3
万
9
0
0
0
人
、

5
回
目
2
万
9
0
0
0
人
だ
。

Q

　
5
歳
か
ら
11
歳
ま
で
の
3
回
目
接
種
は
10
月

1
日
か
ら
開
始
。
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ

ン
は
接
種
の
取
り
扱
い
に
講
習
が
必
要
な
た

め
、
個
別
接
種
は
10
月
12
日
か
ら
、
集
団
接
種

は
15
日
か
ら
の
予
定
。
完
了
は
令
和
5
年
3
月

中
を
予
定
し
て
い
る
。

議
会
に
い
ま
だ
上
程
さ
れ
て
い
な
い
段

階
で
広
報
さ
ん
じ
ょ
う
に
決
算
状
況
を

掲
載
す
る
こ
と
は
議
会
軽
視
な
の
で
は
な

い
か
。法

に
基
づ
く
公
表
時
期
と
同
時
期
に
な

Q

る
よ
う
毎
年
度
の
9
月
1
日
号
で
掲
載
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

令
和
3
年
度
の
決
算
状
況
を
踏
ま

え
、
今
後
の
財
政
見
通
し
に
つ
い

て
伺
う
。

適
宜
適
切
に
景
況
感
や
感
染
症
等
の

影
響
の
把
握
を
行
い
、
見
直
し
を
行

い
な
が
ら
財
政
運
営
を
し
て
い
く
。

Q

令
和
3
年
度
末
の
財
政
調
整
基
金

は
66
億
2
3
0
0
万
円
余
り
と

Q

な
っ
て
い
る
が
、
今
後
の
活
用
策
は
ど

う
な
の
か
。

こ
れ
ま
で
確
保
し
て
き
た
財
政
調
整
基

金
は
こ
れ
ま
で
通
り
に
災
害
時
の
備
え

と
し
て
一
定
額
を
確
保
し
続
け
る
予
定
で

あ
る
。

　

こ
の
一
方
で
施
設
の
修
繕
な
ど
、
こ
れ
ま

で
十
分
に
対
応
で
き
て
い
な
か
っ
た
部
分
に

活
用
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
そ
れ
以
外
に
も
行
政
が
責
任
を

も
っ
て
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
課
題
を
的

確
に
捉
え
て
、
基
金
を
積
極
的
に
活
用
し
な

が
ら
必
要
な
施
策
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

　

例
と
し
て
考
え
て
い
る
の
は
、
出
生
者
数

が
過
去
最
低
と
な
っ
た
と
の
国
の
発
表
が

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
い
っ
そ
う
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

県
央
基
幹
病
院
も
開
院
す
る
が
、
医
療
人

材
の
確
保
な
ど
で
三
条
市
が
お
手
伝
い
で
き

る
こ
と
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
対
し

て
財
政
調
整
基
金
等
の
活
用
も
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　

予
算
編
成
な
ど
を
通
じ
て
、
し
っ
か
り
と

示
し
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。

介
護
保
険
準
備
基
金
に
つ
い
て
、
令
和

3
年
度
決
算
と
補
正
予
算
で
繰
越
金
を

入
れ
た
基
金
残
高
は
22
億
6
4
7
7
万
円
と

な
り
、
第
1
号
被
保
険
者
の
保
険
料
収
入
済

み
額
22
億
2
1
2
5
万
円
を
超
え
る
。
貯
め

込
み
す
ぎ
で
は
な
い
か
。
見
解
を
伺
う
。

Q

一
般
会
計
と
介
護
保
険
特
別
会
計
で
行

わ
れ
て
い
る
難
聴
者
補
聴
器
購
入
費
助

成
事
業
に
つ
い
て
受
け
止
め
は
ど
う
か
。

50
歳
か
ら
64
歳
は
執
行
率
1
0
0
%
、

65
歳
か
ら
74
歳
の
対
象
分
は
執
行
率

97.
6
%
と
高
い
執
行
率
と
な
っ
た
。現
在

令
和
4
年
度
は
、予
算
額
4
1
5
万
円
に
対

し
、助
成
決
定
額
約
2
1
0
万
円
約
50
%
の

執
行
率
で
見
込
み
通
り
の
推
移
と
捉
え
て

い
る
。

Q

第
10
期
計
画
（
令
和
9
年
度
か
ら
令
和

11
年
度
）
最
終
年
度
ま
で
の
間
、
保
険

料
の
上
昇
抑
制
や
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
有
効
活
用
し
て
い
く
。

令
和
3
年
度
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
財
政
支
援
は

ど
の
く
ら
い
あ
っ
た
か
。

国
庫
支
出
金
が
約
30
億
7
2
0
0
万

円
、県
支
出
金
が
約
2
4
0
0
万
円
、

合
計
約
30
億
9
6
0
0
万
円
交
付
さ
れ
た
。

ふ
る
さ
と
三
条
応
援
寄
附
金
推
進
事
業

費
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
特
任
専
門
員
確
保

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
委
託
料
50
万
円
に
つ

い
て
、ど
こ
に
業
務
委
託
し
た
の
か
、何
人
の

応
募
が
あ
っ
た
の
か
。

転
職
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
中
で
認
知
度
が
高

く
、国
や
地
方
自
治
体
に
多
く
の
採
用

実
績
を
持
つ
株
式
会
社
ビ
ズ
リ
ー
チ
に
委
託

し
た
。専
用
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
の
作
成
や
S
N
S

を
活
用
し
た
情
報
発
信
な
ど
し
た
。全
国

ま
た
海
外
か
ら
も
多
様
な
経
歴
を
持
っ
た

3
1
4
人
か
ら
応
募
が
あ
っ
た
。

Q

Q

令
和
元
年
10
月
か
ら
幼
児
教
育
・
保
育
の

無
償
化
が
始
ま
っ
た
。令
和
3
年
度
に

お
け
る
幼
児
教
育
・
保
育
の
市
の
財
政
負
担

は
、平
成
30
年
度
と
比
べ
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

令
和
元
年
度
の
制
度
改
正
に
よ
り
、市

が
独
自
で
負
担
し
て
い
た
部
分
が
国
、

県
、市
の
負
担
に
振
り
分
け
ら
れ
た
。結
果
、

令
和
3
年
度
と
平
成
30
年
度
を
単
純
に
比
較

Q

す
る
と
、約
1
億
4
1
0
0
万
円
の
財
政
負

担
軽
減
と
な
る
。令
和
3
年
度
に
開
始
し
た

第
3
子
副
食
免
除
を
含
め
て
も
、全
体
と
し

て
9
0
0
0
万
円
ほ
ど
軽
減
さ
れ
た
。

滝
沢
市
長
が
初
め
て
自
身
で
予
算
編
成

を
し
て
、カ
ラ
ー
を
出
し
た
1
年
だ
が
、

令
和
3
年
度
を
想
定
通
り
進
め
る
こ
と
が
で

き
た
か
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
の
拡
大
を
は
じ
め

と
す
る
、市
長
就
任
前
か
ら
申
し
上
げ

て
き
た
子
育
て
世
代
へ
の
支
援
の
充
実
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。こ
の
拡
充
充
実
は
、

他
の
も
の
を
削
っ
て
行
っ
た
の
で
は
な
く
、新

た
な
歳
入
確
保
、ふ
る
さ
と
納
税
等
で
対
応
で

き
た
。

Q

45



島田川未改修部の崩れた護岸の緊急工事

県
外
農
家
に
委
託
す
る
青
年
就
農
者

等
育
成
事
業
を
取
り
や
め
た
が
課
題

は
何
か
。

気
候
や
地
理
的
条
件
等
の
相
違
が
あ
る
中

で
強
い
農
業
を
実
践
す
る
こ
と
は
ハー
ド
ル

が
高
か
っ
た
。

Q

ダイ
ジェスト！

Q A＆

9 月定 例 会
一 般 質 問ダイジェスト!

8
月
の
集
中
豪
雨
で
ま
た
も
西
本
成

寺
1
丁
目
地
内
や
直
江
町
3
丁
目
地

内
で
道
路
冠
水
が
発
生
し
た
。民
間
地
等
に

貯
水
池
を
新
設
す
る
協
力
を
求
め
る
な
ど
、

前
例
に
捉
わ
れ
な
い
大
胆
な
解
決
策
が
必

要
で
は
な
い
か
。

地
元
住
民
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

よ
う
、自
治
会
や
事
業
者
、ま
た
放
流

先
管
理
者
の
刈
谷
田
川
土
地
改
良
区
と
協

議
し
、あ
ら
ゆ
る
対
策
に
つ
い
て
検
討
す
る

よ
う
担
当
部
局
に
指
示
し
た
。

Q

農
業
施
策

島
田
川
の
護
岸
改
修
工
事
未
着
手
部
分

の
整
備
進
捗
は
ど
う
か
。

島
田
川
は
内
水
対
策
に
お
い
て
重
要
な

河
川
の
た
め
、引
き
続
き
県
に
対
し
て

要
望
し
て
い
く
。

Q
嵐
南
地
区
の
内
水
対
策
に

つ
い
て

自
動
車
の
燕
三
条
ナ
ン
バ
ー

導
入
に
つ
い
て

市
民
の
税
金
で
あ
る
補
助
金
を
投
入

す
る
工
事
入
札
に
つ
い
て
は
、民
間
発

注
工
事
で
あ
っ
て
も
、市
内
業
者
を
採
用
し

た
発
注
者
に
対
し
市
と
し
て
メ
リ
ッ
ト
を
提

示
す
る
や
り
方
は
法
的
に
可
能
か
。

法
的
な
制
限
は
な
い
が
そ
の
内
容
に

よ
っ
て
は
補
助
事
業
の
実
施
主
体
の
実

質
的
な
制
限
を
か
け
る
こ
と
に
つ
な
が
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
る
。

Q

日
本
共
産
党

議
員
団

自
由
ク
ラ
ブ

01

02

認
定
第
1
号

令
和
3
年
度
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

認
定
第
1
号
、
令
和
3
年
度
決
算
の
認
定

に
つ
い
て
反
対
。

　

令
和
3
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
批
判
し
て
き

た
難
関
大
学
を
目
指
す
エ
リ
ー
ト
養
成
を
目

的
に
、
民
間
の
塾
に
委
託
し
て
い
た
事
業
を

中
止
。
子
ど
も
医
療
費
助
成
期
間
を
高
校
卒

業
ま
で
拡
大
。
補
聴
器
助
成
の
拡
充
な
ど
評

価
す
る
内
容
も
多
い
が
、
以
下
の
理
由
か
ら

決
算
は
反
対
。

　

非
正
規
職
員
の
割
合
は
47
%
に
も
上
る
。

行
政
が
率
先
し
不
安
定
雇
用
を
進
め
る
よ
う

な
も
の
だ
。

　

第
7
款
商
工
会
議
所
振
興
事
業
補
助
金

2
5
0
0
万
円
に
つ
い
て
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
市
内
の
中
小
業
者
は
厳
し
い

経
営
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。
地
域
経
済
を

支
え
て
い
る
中
小
、
小
規
模
事
業
者
も
含

め
、
広
く
市
内
の
商
工
業
者
に
責
任
を
も
ち

認
定
第
1
号

令
和
3
年
度
各
会
計
決
算
の
認
定
に

つ
い
て
賛
成
の
立
場
で
討
論
す
る
。

　

令
和
3
年
度
予
算
は
、
感
染
症
の
影
響
に

よ
る
市
税
の
収
入
の
減
少
や
財
政
負
担
の
増

加
が
見
込
ま
れ
る
中
で
、
国
の
財
政
支
援
等

を
活
用
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
感
染
症
へ
の

対
応
を
行
い
な
が
ら
、
地
域
産
業
の
維
持
、

拡
大
や
図
書
館
等
複
合
施
設
の
整
備
、
子
育

議
案
に
対
し
て
意
見
を
主
張
し
ま
す
。

TOU

RON

商
工
行
政
を
実
施
す
べ
き
だ
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
に
つ
い
て
。

　

75
歳
と
い
う
年
齢
で
加
入
者
を
区
分
す
る

保
険
制
度
で
75
歳
以
上
の
人
口
が
増
え
る
と

保
険
料
が
上
が
る
仕
組
み
だ
。本
来
政
治
は
、

公
的
責
任
で
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る

体
制
を
作
る
べ
き
だ
。
年
齢
で
差
別
す
る
こ

の
制
度
自
体
を
廃
止
す
べ
き
と
考
え
反
対
。

　

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
に
つ
い
て

　

補
正
予
算
の
2
億
1
0
2
2
万
6
0
0
0

円
の
繰
り
入
れ
額
を
入
れ
、介
護
給
付
費
準
備
基

金
残
高
は
、
22
億
6
4
7
7
万
6
0
0
0

円
と
、
適
正
規
模
の
4
倍
近
く
に
も
な
っ

た
。
基
金
に
手
を
つ
け
ず
、
介
護
保
険
料
を

7.
6
%
引
き
上
げ
る
必
要
は
な
か
っ
た
と

考
え
反
対
。

て
世
代
へ
の
支
援
な
ど
、
総
合
計
画
に
掲
げ

る
ま
ち
の
実
現
に
向
け
た
予
算
編
成
、
予
算

執
行
に
努
め
、
国
の
単
年
度
限
り
の
財
政
措

置
に
加
え
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
成
果

に
よ
り
財
政
調
整
基
金
残
高
が
大
幅
に
増
加

す
る
な
ど
、
健
全
財
政
の
堅
持
に
も
し
っ
か

り
と
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
を
決
算
審
査
特

別
委
員
会
で
の
質
疑
を
通
じ
て
し
っ
か
り
と

確
認
し
た
。

　

反
対
討
論
に
お
け
る
、
一
般
任
用
職
員
制

度
お
よ
び
商
工
会
議
所
振
興
補
助
金
に
つ
い

て
は
、
議
会
に
お
い
て
可
決
さ
れ
た
予
算
の

趣
旨
に
基
づ
き
、
そ
の
範
囲
内
で
適
正
に
執

行
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
予
算
執
行
上
の
瑕

疵
が
あ
っ
た
と
は
認
め
ら
れ
ず
認
定
す
べ
き
も

の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
に
つ

い
て
も
制
度
そ
の
も
の
に
反
対
で
あ
る
こ
と

を
理
由
に
、
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
に
つ

い
て
も
介
護
給
付
費
準
備
基
金
残
高
が
過
大

で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
反
対
し
て
い
る
が
、
こ

れ
ら
も
予
算
に
基
づ
き
適
正
に
執
行
さ
れ
て

お
り
、
瑕
疵
は
な
く
い
ず
れ
の
決
算
も
認
定

す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

農
水
省
は
水
田
活
用
交
付
金
の
見
直
し

で
、今
後
5
年
間
米
を
作
ら
な
い
水
田

は
対
象
か
ら
外
す
と
い
う
。国
に
継
続
を
求

め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

必
要
に
応
じ
て
市
長
会
を
通
じ
国
に
働
き

か
け
を
行
な
っ
て
い
き
た
い
。

Q

原
材
料
、物
価
高
が
中
小
業
者
を
直
撃

し
て
い
る
。市
は
金
利
負
担
の
支
援
を
す

る
が
固
定
費
等
の
支
援
も
必
要
で
は
な
い
か
。

市
内
事
業
者
は
多
岐
に
わ
た
り
影
響
を

受
け
て
い
る
。広
く
浅
く
で
は
な
く
、よ
り

Q
中
小
業
者
支
援

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

困
っ
て
い
る
事
業
者
を
支
援
す
る
。

新
型
感
染
症
は
第
7
波
で
急
増
し
て
い

る
。抗
原
検
査
キ
ッ
ト
を
広
く
市
民
に

配
布
し
て
ほ
し
い
。

検
査
キ
ッ
ト
を
市
民
へ
配
布
す
る
予
定

は
な
い
。

Q

濃
厚
接
触
者
の
検
査
は
全
額
無
料
に
し

て
ほ
し
い
。

市
と
し
て
公
費
負
担
は
し
な
い
。

Q
キ
ツ
ネ
被
害
対
策

キ
ツ
ネ
が
農
地
や
住
宅
地
に
出
没
し
被

害
を
与
え
て
い
る
。原
則
的
に
は
キ
ツ

ネ
は
駆
除
で
き
な
い
。市
と
し
て
対
策
を
立

て
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

農
作
物
や
排
せ
つ
な
ど
の
苦
情
が
数
件

き
て
い
る
。自
ら
捕
獲
さ
れ
る
方
に
は
小

型
の
箱
わ
な
の
貸
し
出
し
や
超
音
波
に
よ
り

動
物
を
遠
ざ
け
る
機
器
の
貸
し
出
し
を
行
っ

て
い
る
。

Q

工
事
入
札
の
在
り
方
に
つ
い
て

燕
三
条
の
知
名
度
を
さ
ら
に
上
げ
確

立
し
て
い
く
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思

う
が
、滝
沢
市
長
の
見
解
は
ど
う
か
。

導
入
に
よ
り
さ
ら
な
る
知
名
度
ア
ッ
プ

や
地
域
活
性
化
の
呼
び
水
と
な
る
可

能
性
が
あ
る
が
、現
時
点
で
は
関
係
自
治
体
が

導
入
の
共
通
認
識
を
持
つ
状
況
に
は
な
い
。

Q
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
公
園
や

児
童
遊
園
の
在
り
方
に
つ
い
て

将
来
的
な
維
持
管
理
コ
ス
ト
削
減
の
た

め
に
公
園
や
児
童
遊
園
等
の
統
廃
合

が
必
要
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

廃
止
可
能
な
公
園
は
限
ら
れ
る
が
現
状

数
を
維
持
す
べ
き
と
は
考
え
て
い
な
い
。

Q
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ひ
き
こ
も
っ
て
お
ら
れ
る
方
お

よ
び
家
族
へ
の
支
援
に
つ
い
て

北
潟
地
内
火
災
跡
地
の
整
備

に
つ
い
て

A
E
D
の
設
置
等
に
つ
い
て

当
事
者
の
多
く
は
長
期
の
孤
立
状
態
に

苦
し
み
、ひ
き
こ
も
り
か
ら
脱
す
る
こ

と
を
求
め
て
い
る
と
思
う
。外
出
の
機
会
を

与
え
る
べ
き
と
考
え
る
が
、現
在
市
は
ど
の

よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
か
。

も
の
づ
く
り
学
校
に
設
置
し
た
相
談
支

援
ル
ー
ム「
こ
こ
か
ら
・・
」等
の
相
談
窓

口
や
支
援
の
仕
組
み
は
整
え
ら
れ
て
い
る
が
、

相
談
し
て
も
ら
わ
な
い
と
支
援
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
で
き
な
い
た
め
、い
か
に
し
て
相
談
に
つ

な
げ
る
か
が
課
題
と
捉
え
て
い
る
。

Q
続
、
空
き
家
放
置
が
増
え
続

け
る
原
因
と
対
策

図
書
館
等
複
合
施
設
「
ま
ち

や
ま
」
に
つ
い
て

他
の
自
治
体
に
お
い
て
公
園
や
児
童

遊
園
等
の
統
廃
合
の
例
は
あ
る
か
。

借
地
契
約
解
消
や
地
元
要
望
に
よ
り

廃
止
さ
れ
た
児
童
遊
園
等
の
例
は
確

認
で
き
た
が
統
廃
合
の
事
例
は
確
認
で
き
な

か
っ
た
。

Q

市役所内に設置されている AED

2
0
0
㎡
以
下
の
住
宅
を
解
体
し
空
き

地
に
す
る
と
翌
年
度
か
ら
固
定
資
産
税

が
跳
ね
上
が
る
が
、こ
の
制
度
を
猶
予
し
て

い
る
自
治
体
が
隣
市
見
附
市
で
あ
る
。三
条

市
も
見
附
市
の
よ
う
に
2
年
間
も
し
く
は
そ

れ
以
上
猶
予
は
で
き
な
い
か
。ま
た
、解
体
資

金
に
苦
慮
さ
れ
て
い
る
方
に
借
り
入
れ
の
支

援
は
で
き
な
い
か
。

先
行
自
治
体
の
制
度
に
つ
い
て
研
究
し

て
お
り
、制
度
の
導
入
の
検
討
を
進
め
て

い
る
。解
体
目
的
と
し
た
融
資
制
度
の
創
設

は
、空
き
家
に
対
す
る
相
談
対
応
の
中
で
所

有
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て
必
要
に
応
じ
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

Q

障
が
い
者
へ
の
就
労
支
援
に

つ
い
て

リ
ト
ル
ベ
ビ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の

導
入
に
つ
い
て

県
が
リ
ト
ル
ベ
ビ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
暫

定
版
を
発
行
し
た
こ
と
を
受
け
、三
条

市
は
導
入
に
向
け
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
る

の
か
。産

院
と
連
携
し
な
が
ら
、保
健
師
が
訪

問
し
た
際
な
ど
に
配
布
し
て
い
る
。

Q

地
盤
が
下
が
っ
て
き
て
お
り
、護
岸
が
い

つ
崩
れ
る
か
不
安
も
あ
る
。市
と
し
て

島
田
川
の
護
岸
整
備
の
必
要
性
を
ど
う
考
え

て
い
る
か
。ま
た
現
地
調
査
し
て
は
ど
う
か
。

県
市
と
も
に
、現
状
は
把
握
し
て
い
る
。

引
き
続
き
護
岸
の
変
化
な
ど
状
況
の
把

握
に
努
め
な
が
ら
県
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

Q

更
地
に
積
ま
れ
た
残
土
の
た
め
、見
通

し
も
悪
い
。歩
道
も
狭
く
な
っ
て
い
る
。

風
の
強
い
日
は
埃
も
舞
い
、窓
が
開
け
ら
れ
な

い
と
い
う
。跡
地
を
整
備
す
る
こ
と
で
利
活

用
も
可
能
で
は
な
い
か
。

今
後
状
態
が
変
化
す
る
よ
う
で
あ
れ

ば
、必
要
に
応
じ
て
所
有
者
等
に
対
し

適
正
に
管
理
し
て
も
ら
う
よ
う
指
導
・
助
言

し
て
い
き
た
い
。

Q

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
。

災
害
時
の
情
報
入
手
に
つ
い
て

平
成
16
年
の
7
・
13
水
害
時
に
旧
三
条

市
が
発
令
し
た
避
難
勧
告
が
、わ
ず
か

21.
9
%
の
市
民
に
し
か
伝
わ
ら
な
か
っ
た

た
め
、合
併
後
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
を
備
え
た

Q

三
条
市
公
式
L
I
N
E
等
の
登
録
者

を
増
や
す
た
め
ど
の
よ
う
な
手
段
を

取
る
の
か
。

利
便
性
を
高
め
る
た
め
利
用
者
の
年
齢

や
居
住
場
所
、興
味
、関
心
等
に
応
じ
た

情
報
発
信
を
個
別
に
行
え
る
セ
グ
メ
ン
ト
の
よ

う
な
機
能
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

Q

公
園
等
の
配
置
場
所
や
市
民
ニ
ー
ズ
、管
理

手
法
な
ど
を
含
め
施
設
配
置
の
適
正
化
を

検
討
す
る
。

確
か
な
学
力
の
育
成
に
つ
い
て

島
田
川
の
護
岸
整
備
に
つ
い
て

全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
の
結
果
に

お
い
て
、中
学
3
年
時
で
全
国
平
均
を

下
回
る
状
況
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

国
語
は
全
国
と
ほ
ぼ
同
じ
。数
学
は
全

国
を
や
や
下
回
る
状
況
で
あ
る
。集
団

の
平
均
値
結
果
の
み
を
も
っ
て
評
価
は
で
き

な
い
が
、一
つ
の
指
標
と
し
て
考
え
る
と
算

数
・
数
学
が
や
や
課
題
。

Q

三
条
高
校
に
理
数
科
設
置
の
動
き
が

見
ら
れ
る
が
、三
条
市
の
子
ど
も
た
ち

に
入
学
し
て
も
ら
う
場
合
、教
育
課
程
に
特

段
の
取
り
組
み
を
求
め
な
い
の
か
。

特
段
の
取
り
組
み
を
行
う
考
え
は
な
い

が
、科
学
教
育
セ
ン
タ
ー
等
で
理
数
系

の
興
味
関
心
を
高
め
る
。県
知
事
か
ら
設
置

に
前
向
き
な
回
答
が
あ
る
中
、関
係
と
連
携

を
深
め
、理
数
科
へ
の
興
味
関
心
を
持
つ
子

Q

ど
も
が
増
え
る
よ
う
働
き
か
け
る
。

立
派
な
施
設
が
出
来
た
が
、館
内
外
に

ポ
ス
タ
ー
等
を
貼
る
場
所
が
少
な
い
。

ま
た
、8
月
29
日
時
点
で
雑
草
が
生
い
茂
っ
て

大
変
見
苦
し
い
。建
設
工
事
の
影
響
で
周
辺

道
路
の
傷
み
も
激
し
い
が
、今
後
ど
う
対
応

す
る
の
か
。

限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
を
有
効
に
活
用
し
、

ち
ら
し
等
カ
テ
ゴ
リ
ー
ご
と
に
フ
ァ
イ

Q

リ
ン
グ
し
、美
観
を
損
な
わ
ぬ
よ
う
工
夫
し
た

い
。草
刈
り
は
造
園
業
者
の
注
文
が
混
み
合
っ

て
行
わ
れ
な
い
た
め
、現
在
指
定
管
理
者
と
職

員
で
草
刈
り
を
行
な
っ
た
。工
事
の
影
響
に
よ

る
周
辺
道
路
の
補
修
は
早
急
に
着
手
し
て
早

期
に
完
了
す
る
よ
う
に
努
め
た
い
。

障
が
い
者
へ
の
就
労
支
援
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
の
か
。

就
労
に
必
要
な
知
識
や
能
力
を
身
に
付

け
る
た
め
の
就
労
移
行
支
援
な
ど
の
ほ

か
、令
和
4
年
2
月
に
協
定
を
締
結
し
た
㈱

ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
よ
る
新
た
な
雇
用
支
援

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
て
い
る
。

Q

ど
の
よ
う
な
施
設
に
A
E
D
を
設
置

し
て
い
る
の
か
。維
持
管
理
は
ど
う
か
。

小
中
学
校
、公
民
館
、体
育
館
な
ど
の
公

共
施
設
の
ほ
か
、民
間
施
設
で
は
福
祉

施
設
、ホ
テ
ル
な
ど
に
設
置
し
て
い
る
。毎
年

10
月
頃
に
消
防
か
ら
施
設
所
管
課
に
適
切
な

維
持
管
理
、点
検
を
依
頼
す
る
ほ
か
、一
般
の

方
へ
は
救
急
講
習
会
で
啓
発
し
て
い
る
。

Q

男
性
用
ト
イ
レ
へ
の
サ
ニ
タ
リ
ー

ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
等
に
つ
い
て

尿
漏
れ
パ
ッ
ド
な
ど
を
使
用
す
る
男

性
の
約
7
割
が
外
出
時
に
捨
て
る
場

所
が
な
く
て
困
っ
て
い
る
と
い
う
。市
内
公

共
施
設
の
男
性
用
ト
イ
レ
へ
の
サ
ニ
タ
リ
ー

ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
状
況
は
ど
う
か
。

設
置
し
て
い
る
公
共
施
設
は
な
い
が
、

市
役
所
庁
舎
内
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ト
イ

レ
に
設
置
し
て
い
き
た
い
。

Q

島田川の護岸

北潟地内の火災跡地

三条市が整備をした防災行政無線と緊急告知ラジオ

防
災
行
政
無
線
や
緊
急
告
知
ラ
ジ
オ
等
を
整

備
し
た
。そ
の
結
果
、7
年
後
の
7
・
29
水
害

で
は
93.
3
%
の
市
民
が
市
の
発
令
し
た
避

難
情
報
を
入
手
で
き
た
が
、今
回
改
正
し
た

三
条
市
豪
雨
災
害
対
応
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
表

紙
に
そ
の
他
の
5
つ
の
方
法
を
記
載
し
た
理

由
は
何
か
。

過
去
の
水
害
の
教
訓
や
全
国
で
の
災
害

対
応
事
例
な
ど
を
踏
ま
え
、市
か
ら
の

情
報
を
確
実
に
届
け
る
た
め
整
備
し
た
、三

条
市
公
式
L
I
N
E
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
等
を
QR

コ
ー
ド
と
一
緒
に
記
載
し
た
。

公
式
L
I
N
E
の
登
録
者
が
多
い
自

治
体
で
は
、議
員
が
つ
な
が
り
の
あ
る

市
民
に
登
録
の
依
頼
を
し
、登
録
者
を
増

や
し
た
と
い
う
事
例
が
あ
る
が
、三
条
市

で
は
議
員
の
力
を
使
わ
な
い
の
か
。

登
録
者
増
加
の
取
り
組
み
は
必
要
な
の

で
、議
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
も
で
き

得
る
範
囲
で
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
た
い
。

Q｢

三
条
市
過
疎
地
域
持
続
的

発
展
計
画｣

の
達
成
状
況
等
に

つ
い
て

計
画
の
達
成
状
況
は
ど
う
か
。

成
果
指
標
を
24
項
目
設
定
し
、目
標
に
対

し
て
お
お
む
ね
順
調
に
推
移
し
て
い
る
。

Q

計
画
を
変
更
、追
加
さ
れ
る
場
合
は

ど
の
よ
う
な
対
応
を
取
る
の
か
。

毎
年
度
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
し
て
お

り
、事
業
内
容
や
方
針
な
ど
の
大
き
な
変

更
を
行
う
場
合
は
、議
会
に
お
諮
り
す
る
。

Q

下
田
地
区
協
議
会
で
審
議
し
た
結
果

に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
公
表
す
る
の
か
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
会
議
録
を
公
表
す
る
。

Q
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不育症とは、妊娠をしても流産や死産を 2 回以上繰り返す事をいいます。

三
条
市
ふ
る
さ
と
納
税
は
順
調
に
推

移
し
て
い
る
と
思
う
が
、責
任
者
で

あ
る
澤
C
M
O
の
任
期
に
つ
い
て
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

澤
C
M
O
の
任
期
は
、制
度
上
は
1

年
単
位
だ
が
、三
条
市
と
し
て
は
澤

C
M
O
に
来
年
度
も
力
を
発
揮
し
て
い
た
だ

き
、一
緒
に
選
び
た
く
な
る
ま
ち
三
条
を
実
現

し
て
い
き
た
い
。

　

昨
年
度
募
集
し
た
の
は
、ふ
る
さ
と
納
税
推

進
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、C
M
O
と
し
て

の
採
用
だ
っ
た
。

Q

線
状
降
水
帯
に
よ
る
被
害
が
多
い
。村
上

市
で
は
1
時
間
に
1
2
0
ミ
リ
の
降
雨

だ
っ
た
。三
条
市
で
は
整
備
水
準
の
降
雨
量
は

ど
の
く
ら
い
か
。

集
中
豪
雨
、雨
水
の
増
加
を
踏
ま
え
、降

雨
強
度
を
平
成
30
年
に
1
時
間
41
㍉
か

ら
51
㍉
に
見
直
し
た
。

Q
内
水
対
策
に
つ
い
て

不
妊
症
、
不
育
症
治
療
へ
の

支
援
を

三
条
市
ふ
る
さ
と
納
税
の

今
後
に
つ
い
て

改
定
さ
れ
た「
想
定
調
査
」は
、県
内
で

発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
9
つ
の
地
域

を
想
定
し
被
害
予
測
を
行
っ
た
。最
大
の
想

定
は
、新
潟
市
か
ら
小
千
谷
市
に
か
け
て
の

長
岡
平
野
西
縁
断
層
帯
を
震
源
と
す
る
地
震

で
、県
内
の
死
者
数
は
約
8
千
人
、全
壊
建
物

は
約
17
万
棟
、避
難
者
は
最
大
で
47
万
人
と

予
測
し
て
い
る
。三
条
市
で
も
震
度
6
強
か

ら
震
度
5
強
の
想
定
だ
。こ
の「
想
定
調
査
」

の
三
条
市
の
受
け
止
め
は
ど
う
か
。

こ
の
調
査
は
本
年
3
月
に
公
表
さ

れ
、内
容
も
承
知
し
て
い
る
。想
定
で

は
三
条
市
内
で
も
人
的
被
害
、ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
を
は
じ
め
多
く
の
被
害
が
発
生
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
と
受
け
止
め
て
い
る
。

Q
県
が
24
年
ぶ
り
に
「
新
潟
県
地

震
被
害
想
定
調
査
」
を
改
定

し
た
。
三
条
市
の
対
応
は

「
ま
ち
や
ま
」
竣
工
式
で
の

隈
研
吾
氏
の
施
設
設
計
解

説
会
に
お
け
る
音
声
不
具
合

に
つ
い
て

不
育
症
で
悩
む
方
も
多
い
。不
妊
症
と

合
わ
せ
て
支
援
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

不
育
症
の
方
の
支
援
は
現
在
し
て
い
な

い
が
、こ
う
し
た
方
の
声
を
積
極
的
に
把

握
し
支
援
策
等
検
討
し
た
い
。

Q

ペ
ッ
ト
同
伴
避
難
所
に
つ
い
て

滝
沢
市
長
の
政
治
姿
勢
に

つ
い
て

音
声
不
具
合
が
な
ぜ
生
じ
た
の
か
。

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
と
同
時
並
行
で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
ブ
ラ
ウ
ザ
を
立
ち
上
げ
た
ら
不

具
合
が
生
じ
た
。

Q

自
治
体
公
会
計
の
導
入
に

つ
い
て

農
業
施
策
に
つ
い
て

三
条
市
全
体
予
算
に
お
け
る
農
業
予

算
に
関
す
る
構
成
比
率
は
他
市
と
比

べ
て
低
い
が
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

必
要
な
取
り
組
み
に
は
必
要
な
予
算

を
措
置
し
て
き
た
と
考
え
て
お
り
、数

字
だ
け
み
て
も
有
意
な
も
の
と
は
考
え
て
い

な
い
。

Q

国
の
農
業
施
策
で
は
減
少
に
歯
止
め

が
か
か
ら
な
い
。三
条
市
独
自
の
施
策

が
必
要
で
は
な
い
か
。

機
械
導
入
補
助
金
、下
田
産
米
ブ
ラ
ン

ド
力
向
上
等
が
あ
り
、こ
れ
か
ら
は
他
市

と
も
連
携
し
て
農
業
の
発
展
を
図
っ
て
い
く
。

Q
道
路
脇
の
除
草
に
つ
い
て

除
草
剤
を
散
布
し
て
い
る
箇
所
が
あ

る
が
立
ち
枯
れ
等
で
景
観
が
悪
い
。対

策
は
で
き
な
い
か
。

景
観
悪
化
を
少
な
く
す
る
た
め
、散
布

時
期
等
に
配
慮
す
る
。

Q

除草剤散布による立ち枯れ母年齢別にみた出生数年次別推移

県
は「
想
定
調
査
」に
基
づ
き
新
た
な
新

潟
県
耐
震
改
修
促
進
計
画
を
改
訂
中

だ
。市
の
耐
震
改
修
促
進
計
画
は
令
和
2
年

度
で
終
了
し
た
が
、耐
震
化
の
目
標
は
達
成

で
き
た
の
か
。ま
た
新
た
な
耐
震
計
画
は
ど

う
か
。市

の
耐
震
改
修
促
進
計
画
で
掲
げ
た
耐

震
化
率
の
目
標
は
住
宅
で
87
%
、特
定

建
築
物
で
95.
2
%
だ
っ
た
。実
績
は
住
宅

81.
3
%
、特
定
建
築
物
は
82.
3
%
で
目
標

は
達
成
で
き
な
か
っ
た
。今
後
は
近
日
策
定
さ

Q

れ
る
県
の
計
画
に
基
づ
き
、市
の
次
期
計
画
を

今
年
度
末
ま
で
に
策
定
す
る
中
で
新
た
な
目

標
を
検
討
す
る
予
定
だ
。

「新潟県地震被害想定調査」のパンフレット

排
水
路
工
事
に
伴
う
事
業
で
、道
路
に

段
差
が
あ
り
危
険
の
ま
ま
、1
カ
月
以

上
工
事
が
止
ま
っ
た
。工
事
案
内
板
に
QR
コ
ー

ド
等
入
れ
、工
事
の
内
容
を
市
民
に
知
ら
せ

て
は
ど
う
か
。

事
業
の
周
知
は
自
治
会
長
、回
覧
板
な

ど
を
通
じ
行
っ
て
い
る
が
、分
か
り
や
す

い
情
報
発
信
に
努
め
た
い
。

Q

働
き
な
が
ら
の
不
妊
・
不
育
症
の
治
療

は
難
し
い
。
事

業
所
へ
の
理
解
が
不

可
欠
。対
策
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

国
が
仕
事
と
の

両
立
サ
ポ
ー
ト

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成

し
た
。こ
の
活
用
を
商

工
会
議
所
等
に
周
知

し
啓
発
に
努
め
た
い
。

Q

国
民
健
康
保
険
は
、赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま

れ
る
と
3
万
2
0
0
0
円
の
国
保
税

が
加
算
さ
れ
る
。こ
れ
は
、協
会
健
保
に
は

な
い
制
度
だ
。市
と
し
て
、子
ど
も
の
均
等

割
を
助
成
し
て
は
ど
う
か
。

考
え
て
い
な
い
。

Q
国
保
の
子
ど
も
の
均
等
割
を

助
成
し
て

県央工業高校脇排水路工事

今
年
度
実
施
し
た
水
害
対
応
総
合
防
災

訓
練
で
ペ
ッ
ト
同
伴
の
避
難
所
が
開
設

さ
れ
た
。ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
っ
た
の
か
。

Q

ペ
ッ
ト
を
飼
う
方
に
避
難
の
具
体
的
な

イ
メ
ー
ジ
や
災
害
時
に
ペ
ッ
ト
を
守
る
の

は
飼
い
主
自
身
と
い
う
思
い
を
持
っ
て
い
た
だ

い
た
。

　

愛
護
団
体
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
な
が
ら
、

情
報
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

公
共
施
設
等
適
正
管
理
推
進
事
業
債

の
活
用
は
。

体
育
文
化
会
館
と
市
営
住
宅
で
活
用
し
た
。

Q
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
つ
い
て

包
括
保
守
点
検
委
託
を
導
入
す
る

Q

考
え
は
。

一
元
的
管
理
で
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
つ
な
が

る
の
で
あ
れ
ば
前
向
き
に
考
え
た
い
。

今
後
の
対
策
は
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
、今
後
は

リ
ハ
ー
サ
ル
を
徹
底
す
る
。

Q

ヘ
ル
ス
・
ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
に

関
し
て
の
見
識
は
。

決
算
議
会
で
認
め
て
い
た
だ
い
た
案
件

で
あ
り
、何
ら
問
題
は
な
い
。

Q

國
定
前
市
長
の
ヘ
ル
ス
・
ト
ラ
デ
ィ

シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
企
画
の
役
割
は
。

当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、最
終
の
確
認
は

國
定
前
市
長
が
行
っ
た
。

Q

ヘ
ル
ス
・
ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
企

画
の
進
め
方
に
つ
い
て
、地
方
自
治
法

第
2
条「
地
方
公
共
団
体
は
、そ
の
事
務
を

処
理
す
る
に
当
た
っ
て
は
、住
民
の
福
祉
の

増
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、最
少
の
経
費
で

最
大
の
効
果
を
挙
げ
る
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。」地
方
分
権
推
進
法
第
7
条

「
行
政
の
公
正
の
確
保
及
び
透
明
性
の
向
上

並
び
に
住
民
参
加
の
充
実
・・・
」は
ど
う
か
。

何
ら
問
題
は
な
い
。

Q

他
市
で
導
入
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
給

食
会
計
を
公
会
計
化
す
る
こ
と
で
、教

育
現
場
の
負
担
を
減
ら
し
な
が
ら
食
材
仕

入
れ
農
家
へ
の
支
払
い
を
迅
速
化
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

当
市
で
は
学
校
の
負
担
は
小
さ
く
、保

護
者
の
利
便
性
向
上
も
要
望
が
な
い
の

で
変
え
る
つ
も
り
は
な
い
。農
家
へ
の
支
払
い

の
仕
組
み
は
今
後
整
理
研
究
す
る
。

Q
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デ
ジ
タ
ル
化
の
恩
恵
と
言
え
る
行
政

手
続
き
の
簡
素
化
、利
便
性
向
上
に
つ

い
て
内
容
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
問
う
。

令
和
7
年
度
ま
で
に
住
民
記
録
、地

方
税
、福
祉
な
ど
主
要
20
業
務
シ
ス
テ

ム
を
デ
ジ
タ
ル
整
備
す
る
予
定
で
進
捗
も

順
調
。手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
は
国
の
電

子
申
請「
ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ
ス
」を
導
入
し
、

令
和
3
年
度
7
1
7
6
件
の
実
績
が
あ

る
。公
共
施
設
の
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
は
決
済

ま
で
で
き
る
よ
う
12
月
を
め
ど
に
整
備
を

進
め
て
い
る
。

Q
市
街
地
の
鳥
獣
害
対
策
に

つ
い
て

獣
害
対
策
の
電
気
柵
に
つ
い
て
採
択
基

準
を
問
う
。

効
果
額
で
判
断
す
る
。

市
道
等
の
修
繕
・
改
修
に
つ
い
て
伺
う
。

必
要
に
応
じ
た
補
修
と
改
修
の
実
施
を

検
討
す
る
。

職
員
確
保
に
つ
い
て
市
と
し
て
の
取
り

組
み
を
伺
う
。

三
条
市
立
の
医
療
専
門
学
校
を
含
め
看

護
師
育
成
の
学
校
等
を
卒
業
し
県
央
地

域
に
就
職
し
た
場
合
に
償
還
免
除
の
奨
学
金

を
創
設
し
た
。

Q

Q

Q

付託された全議案について、全員異議なく
原案の通り決定すべきものとした。

市
民
に
対
し
て
、こ
の
条
例
へ
の
理
解
が

進
む
よ
う
ど
の
よ
う
に
工
夫
す
る
か
。

周
知
に
つ
い
て
、警
察
か
ら
も
、市
か
ら

し
っ
か
り
と
広
報
し
て
ほ
し
い
と
い
う
話

を
受
け
て
い
る
。市
の
S
N
S
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
だ
け
で
は
な
く
、折
に
触
れ
て
周
知
に
努
め

て
い
き
た
い
。

移
住
促
進
事
業
費
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

作
成
等
委
託
料
、動
画
制
作
編
集
お

よ
び
動
画
研
修
委
託
料
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。

空
き
家
バ
ン
ク
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、空
き
家
の
中
な
ど
を
分
か

り
や
す
く
動
画
に
し
て
入
れ
た
い
と
考
え
て
い

る
。動
画
制
作
編
集
の
委
託
に
つ
い
て
は
、約
10

分
の
動
画
を
10
本
と
考
え
て
い
る
。動
画
研
修

委
託
料
に
つ
い
て
は
、今
後
、地
域
お
こ
し
協
力

隊
お
よ
び
市
職
員
が
動
画
を
作
成
す
る
こ
と
と

す
る
た
め
、そ
の
研
修
費
用
を
考
え
て
い
る
。

歴
史
民
俗
産
業
資
料
館
お
よ
び
旧
三

条
市
立
図
書
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い

て
、庁
用
器
具
費
の
額
が
大
き
い
が
、展
示
什

器
は
お
金
が
か
か
る
も
の
な
の
か
。

名
誉
市
民
に
関
す
る
展
示
ケ
ー
ス
13
台
の

購
入
を
考
え
て
い
る
。温
湿
度
の
調
整
が

で
き
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
た
め
、通
常
の
物
よ
り
も

お
金
が
か
か
っ
て
い
る
。

QQ

Q

三
条
市
犯
罪
被
害
者
等
支

援
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

令
和
4
年
度
三
条
市

一
般
会
計
補
正
予
算

議
第

1
号

議
第

13
号

地
方
公
会
計
整
備
計
画
に
伴
う
複
式

簿
記
の
新
公
会
計
導
入
に
つ
い
て
進
捗

を
問
う
。

財
務
諸
表
は
完
成
し
て
い
る
。公
表
の
仕

方
を
検
討
中
。

行
政
手
続
き
業
務
の
デ
ジ

タ
ル
化
に
伴
う
利
便
性
向
上

に
つ
い
て

増
え
る
熊
被
害
に
つ
い
て
、熊
対
策
犬

「
ベ
ア
ド
ッ
グ
」を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

平
成
19
年
の
モ
ン
キ
ー
ド
ッ
グ
導
入
の

失
敗
が
あ
り
難
し
い
。人
と
野
生
動
物
が

す
み
分
け
で
き
る
対
策
を
研
究
し
て
い
く
。

Q Q

熊対策犬「ベアドッグ」

農
業
政
策
に
つ
い
て

須
頃
地
区
の
道
路
整
備

県
央
基
幹
病
院
に
つ
い
て

イ
ン
ボ
イ
ス
へ
の
市
と
し
て
の
対
応
を

伺
う
。

説
明
会
や
事
務
的
な
支
援
、経
費
の
補

助
は
考
え
て
い
な
い
。

Q

JA
森
町
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
廃
止
に
伴
う

支
援
を
伺
う
。

地
域
の
意
向
調
査
を
含
め
支
援
は
考
え

て
い
な
い
。

Q

9
号
ト
ン
ネ
ル
手
前
広
場
を
活
用
し

た
旧
道
の
観
光
対
策
を
伺
う
。

入
山
を
お
勧
め
で
き
ず
、現
時
点
で
は

考
え
て
い
な
い
。

Q
八
十
里
越
開
通
に
向
け
て

開
通
に
合
わ
せ
道
の
駅
や
い
い
湯
ら
て

い
等
の
魅
力
向
上
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
問
う
。

再
整
備
の
計
画
は
な
い
、開
通
後
の
動

向
に
よ
り
必
要
に
応
じ
検
討
。

Q

合
併
特
例
債
が
八
十
里
越
歴
史
街
道

整
備
の
見
直
し
等
に
よ
り
、下
田
地
区

で
49
億
円
ほ
ど
減
額
さ
れ
た
。配
慮
が
必
要

で
は
な
い
か
。

下
田
地
区
な
ど
の
意
見
を
聞
き
見
直
し

を
行
っ
た
。

Q

分
譲
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

約
81
%
分
譲
、辞
退
は
3
社
、今
後
も

分
譲
促
進
に
努
め
る
。

Q
栄
地
区
工
業
流
通
団
地

CHECK!

常
任
委
員
会

詳
し
く
議
案
を

審
査
し
ま
す
！

定
年
年
齢
を
延
長
す
る
こ
と
は
、若
い
人
の

採
用
を
阻
害
す
る
の
で
は
な
い
か
。

適
正
な
人
数
は
階
層
ご
と
で
考
え
て
お

り
、高
齢
層
が
多
い
か
ら
新
規
採
用
を

抑
制
す
る
こ
と
は
持
続
的
な
業
務
の
執
行
に

支
障
を
来
す
恐
れ
が
あ
る
た
め
、新
規
採
用
に

つ
い
て
は
継
続
し
て
い
き
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
て
、食

材
費
高
騰
分
を
負
担
す
る
と
い
う
こ
と
だ

が
、今
月
か
ら
も
値
上
が
り
し
た
食
材
が
多

い
中
で
、今
年
度
、給
食
費
の
値
上
げ
は
し
な

く
て
も
よ
い
と
い
う
こ
と
な
の
か
。

給
食
費
は
今
年
度
、パ
ン
や
麺
の
提
供
回

数
を
増
や
す
こ
と
な
ど
に
伴
い
、4
月
か

ら
既
に
値
上
げ
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、今
年
度
中
の
再
度
の
値
上
げ
は
考
え

て
い
な
い
。

付託された全議案について、全員異議なく
原案の通り決定すべきものとした。

Q

Q

総
務
文
教
常
任
委
員
会　

野
嵜
久
雄 

委
員
長

物
価
高
騰
等
の
影
響
を
受
け
る
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
を
軽
減

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
応
子
育
て
世
帯

家
計
応
援
給
付
金
給
付
事
業
費
に
つ
い

て
、18
歳
以
下
の
子
ど
も
一
人
当
た
り
1
万
円

給
付
の
根
拠
は
何
か
。

所
得
制
限
を
設
け
ず
広
く
子
育
て
世
帯

に
支
援
を
行
う
と
い
う
観
点
か
ら
、令
和

2
年
度
に
行
っ
た
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別

給
付
金
給
付
事
業
も
参
考
に
し
た
上
で
1
万

円
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

Q

三
条
市
職
員
の
定
年
等
に

関
す
る
条
例
等
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

議
第

4
号

市
民
福
祉
常
任
委
員
会　

森
山 

昭 

委
員
長

三
条
市
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
制
定
へ

令
和
4
年
度
三
条
市

一
般
会
計
補
正
予
算

議
第

13
号

1213



三
条
市
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
基
金
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

議
第

2
号

企
業
が
三
条
市
の
特
定
の
事
業
に
対

し
て
寄
附
を
す
る
流
れ
の
中
で
、寄
附

金
が
基
金
に
積
ま
れ
た
段
階
で
寄
附
者
の

意
向
が
薄
れ
て
、何
に
で
も
流
用
で
き
る
よ

う
に
思
え
て
し
ま
う
が
。

内
閣
府
に
対
し
て
、企
業
が
ど
の
事
業
に

寄
附
し
た
い
の
か
、そ
れ
に
対
し
寄
附
金

を
適
切
に
充
当
し
た
の
か
を
明
確
に
報
告
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
義
務
が
あ
る
。寄
附
し
た

い
事
業
に
必
ず
充
当
す
る
と
い
う
前
提
で
実

施
し
た
い
。

業
務
委
託
等
を
通
さ
な
い
と
企
業
か

ら
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
認
知
し
て

も
ら
う
こ
と
が
難
し
い
の
か
。

企
業
が
今
ど
う
い
っ
た
事
業
に
寄
附
を

し
た
い
か
と
い
う
情
報
に
つ
い
て
は
、普

段
の
業
務
の
中
で
収
集
す
る
こ
と
が
か
な
り

難
し
い
状
態
で
あ
る
。ま
ず
は
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
の
利
用
や
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
業
務
委
託
を

通
じ
て
、さ
ら
な
る
寄
附
額
の
増
加
に
努
め

た
い
。

Q

Q

付託された全議案について、全員異議なく
原案の通り決定すべきものとした。

経
済
建
設
常
任
委
員
会　

坂
井
良
永 

委
員
長

寄
附
額
増
加
を
目
指
し
、

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
基
金
条
例
を
制
定

令
和
4
年
度
三
条
市

一
般
会
計
補
正
予
算

議
第

13
号

企
業
が
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
や
マ
ッ
チ
ン

グ
支
援
業
務
の
委
託
先
を
通
さ
ず
に

直
接
三
条
市
の
特
定
の
事
業
に
寄
附
す
る

場
合
、手
数
料
や
委
託
料
は
発
生
し
な
い
と

い
う
こ
と
か
。

企
業
側
が
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
等
を
通
さ

ず
に
直
接
市
に
寄
附
す
る
場
合
は
、こ
の

Q

手
数
料
や
委
託
料
は
か
か
ら
な
い
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会

　

認
定
第
1
号
に
つ
い
て
、賛
成
多
数
で
認
定

す
べ
き
も
の
と
し
た
。

移
住
促
進
事
業
費
に
つ
い
て
、前
年
度

と
比
べ
て
移
住
相
談
の
件
数
が
18
件
か

ら
6
5
5
件
と
伸
び
て
い
る
が
ど
う
い
っ
た

理
由
か
。

移
住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
を
設
置
し
た
効
果
が

大
き
い
。併
せ
て
移
住
の
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト

を
活
用
し
た
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
で
相
談
者

が
急
増
し
た
。

生
活
保
護
世
帯
は
増
え
て
い
る
が
、生
活

保
護
費
全
体
は
減
っ
て
い
る
。単
価
の
引
き

下
げ
に
よ
る
も
の
か
。

単
価
の
引
き
下
げ
は
し
て
い
な
い
。令
和
2

年
度
と
比
べ
て
減
額
し
た
の
は
、生
活
保
護

の
被
保
護
者
に
対
す
る
訪
問
調
査
に
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
導
入
し
、健
康
管
理
に
力
を
入
れ
た
こ
と
で
、

医
療
扶
助
費
が
削
減
で
き
た
こ
と
が
大
き
な
要

因
だ
。

Q

社
会
資
本
包
括
的
維
持
管
理

事
業
範
囲
拡
大
を
検
討

経
済
建
設
分
科
会　

坂
井
良
永 

主
査

移
住
相
談
員
・
サ
イ
ト
活
用
で

相
談
件
数
6
0
0
件
超
増
加

市
民
福
祉
分
科
会　

森
山　

昭 

主
査

眠
育
推
進
事
業
に
よ
り
睡
眠
時
間

9
時
間
未
満
の
5
歳
児
割
合
低
減

総
務
文
教
分
科
会　

野
嵜
久
雄 

主
査

駐
車
場
管
理
費
に
つ
い
て
、東
三
条
駅
前

駐
車
場
は
あ
ま
り
利
用
さ
れ
て
い
な
い

よ
う
だ
が
利
用
は
促
し
て
い
る
の
か
。

駅
の
送
迎
利
用
者
に
向
け
、30
分
以
内
は

無
料
で
駅
前
駐
車
場
を
利
用
で
き
る
送
迎

車
両
パ
ス
を
発
行
し
、配
布
し
て
い
る
。今
後
も
パ

ス
の
配
布
を
通
し
て
駅
前
駐
車
場
の
利
用
を
促

し
た
い
。

Q

　

認
定
第
1
号
は
賛
成
多
数
で
、認
定
第
2
号

は
全
員
異
議
な
く
認
定
す
べ
き
も
の
と
し
た
。

　

認
定
第
1
号
に
つ
い
て
、賛
成
多
数
で
認
定

す
べ
き
も
の
と
し
た
。

有
害
鳥
獣
捕
獲
担
い
手
緊
急
確
保
対

策
事
業
補
助
金
に
つ
い
て
、予
算
額
に

対
し
約
半
分
の
執
行
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

狩
猟
免
許
や
猟
銃
許
可
証
を
取
得
し
た

い
方
が
少
な
い
こ
と
が
現
実
問
題
と
し
て

あ
る
。地
域
の
説
明
会
や
猟
友
会
を
始
め
と
し

た
関
係
機
関
と
の
話
し
合
い
を
通
し
て
、免
許

取
得
を
推
進
し
た
い
。

Q

法
人
市
民
税
が
予
算
よ
り
3
億
3
0
0
0
万

円
以
上
増
え
た
要
因
は
何
か
。

業
績
見
込
み
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
、企

業
収
益
が
減
少
す
る
と
見
込
ん
だ
企
業

は
、令
和
2
年
度
よ
り
令
和
3
年
度
の
方
が
少

な
い
結
果
で
あ
っ
た
。こ
の
こ
と
か
ら
、令
和
3

年
度
は
企
業
収
益
が
増
益
傾
向
に
あ
っ
た
と
捉

え
、法
人
市
民
税
が
増
額
し
た
要
因
と
考
え
て

い
る
。眠

育
推
進
の
成
果
を
ど
う
評
価
し
て

い
る
か
。

平
成
30
年
度
に
は
睡
眠
時
間
が
9
時
間
未

満
の
5
歳
児
の
割
合
が
39
・
6
%
で
あ
っ

た
が
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
中
で
、令
和
3
年

度
22
・
7
%
ま
で
低
減
さ
れ
た
。こ
う
し
た
効
果

を
踏
ま
え
、引
き
続
き
事
業
を
進
め
て
い
く
。

Q

Q

Q

令
和
3
年
度
、消
防
団
員
は
ど
の
く
ら

い
出
動
さ
れ
た
の
か
。

火
災
、警
戒
、そ
の
他
訓
練
等
合
わ
せ
て
延

べ
1
万
4
5
6
名
の
方
に
出
動
し
て
い
た

だ
い
た
。

Q

い
じ
め
や
不
登
校
を
減
ら
す
た
め
の
未

然
防
止
の
手
だ
て
と
し
て
実
施
し
て
い

る
Q
U
お
よ
び
ハ
イ
パ
ー
Q
U
心
理
検
査
の

結
果
を
踏
ま
え
、児
童
に
ど
う
対
応
し
て
い

る
の
か
。

こ
の
心
理
検
査
か
ら
、一
人
一
人
の
学
校
生
活

に
対
す
る
意
欲
や
今
の
学
級
に
所
属
し
て
い

る
満
足
度
が
分
か
っ
て
く
る
た
め
、担
任
が
教
育

相
談
と
い
う
形
で
具
体
的
に
話
を
聞
い
た
り
、そ
の

後
継
続
的
に
配
慮
し
た
り
し
な
が
ら
学
校
生
活
に

お
け
る
対
応
を
進
め
て
い
る
。

Q

図
書
館
等
複
合
施
設
建
設
事
業
費
の
移
転

準
備
等
委
託
料
は
ど
の
よ
う
な
も
の
に
経

費
が
か
か
っ
た
の
か
。

貸
し
出
し
の
迅
速
化
や
盗
難
防
止
な
ど
を

図
る
た
め
の
図
書
等
へ
の
非
接
触
IC
タ
グ
の

貼
付
作
業
と
、図
書
分
類
を
見
直
し
た
こ
と
か
ら

背
ラ
ベ
ル
の
貼
り
替
え
作
業
を
委
託
し
た
。

Q

社
会
資
本
包
括
的
維
持
管
理
事
業
費

は
今
後
拡
充
さ
せ
て
い
く
つ
も
り
な

の
か
。現

在
残
さ
れ
て
い
る
須
頃
地
区
や
大
島

地
区
、嵐
南
地
区
へ
の
範
囲
拡
大
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

Q

高
齢
者
の
一
人
世
帯
で
は
側
溝
清
掃
が

で
き
ず
、集
中
豪
雨
時
に
冠
水
す
る

ケ
ー
ス
が
多
く
あ
る
。側
溝
清
掃
も
行
政

で
行
う
な
ど
、視
野
を
よ
り
広
げ
て
こ
の
事

業
を
上
手
く
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
顕
在
化
し
て
い
る
状

況
で
あ
る
が
、市
内
全
域
に
業
務
範
囲
を

拡
充
さ
せ
る
と
費
用
的
な
問
題
が
発
生
す
る
こ

と
も
ま
た
事
実
。現
時
点
で
は
自
治
会
の
中
で

Q

助
け
合
っ
て
対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
る
が
、長
期
的
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
、今
後
検
討
し
て
ま
い
り
た
い

決算審査特別委員会の様子
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編 集 後 記

　３年ぶりに、下田と栄のふるさと祭りが開催

されました。新型コロナウイルス感染症の影響

で中止となっていた行事が、対策や配慮をしな

がら、少しずつ開催されるようになってきまし

た。顔を合わせ、大勢の人と共有するイベントは

大事ですね。

　市議会の傍聴もやっております。身近な議会

にと努めて行きたいと思います。その架け橋と

しての市議会報告をお届けいたします。

　ご覧いただき、ご意見をお待ちしております。
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9月

１日
５日
６日
７日
８日

　　　
９日
１２日
１３日
１４日
１5日
１6日
21日

22日

26日

本会議[決算審査特別委員会設置～委員選任、提案説明]
本会議[大綱質疑～委員会付託]
本会議[一般質問]
本会議[一般質問]
本会議[一般質問]
議会報編集委員会
市民福祉常任委員会
経済建設常任委員会
総務文教常任委員会
決算審査特別委員会市民福祉分科会
決算審査特別委員会経済建設分科会
決算審査特別委員会総務文教分科会
決算審査特別委員会
各派代表者会議
各派代表者会議
議会運営委員会
本会議[委員長報告～採決]

7月

５日

７日
１１日
１３日
１４日
１９日

２０日
　　　
２５日

２８日
２９日

静岡県裾野市議会視察来条 ４名
全国市議会議長会第228回理事会（東京都千代田区）
全国市議会議長会第24回国と地方の協議の場等に
関する特別委員会（東京都千代田区）
議会報編集委員会
議会運営委員会
地方議員研究会研修［無所属］～１４日（東京都千代田区）
議会報編集委員会
議会報編集委員会
地方議員研究会研修［無所属］～２０日（東京都千代田区）
愛知県蒲郡市議会視察来条 ８名
自由クラブ行政視察 ～２２日（北海道帯広市、富良野市、旭川市）
栃木県那須塩原市議会視察来条 ９名
清風会市内公共施設視察
三市議会議員合同研修会（加茂市）
柏崎市議会視察来条 ７名

8月

１日
４日
５日
１７日
２２日
２３日
２５日

３１日

埼玉県久喜市議会視察来条 ３名
山口県下関市議会視察来条 １０名
長野県大町市議会視察来条 ４名
北海道旭川市議会視察来条 １名
経済建設常任委員協議会
市民福祉常任委員協議会
議案概要説明会
議会運営委員会
議会運営委員会

令和4年12月定例会日程

５日（月）
６日（火）
７日（水）
８日（木）
９日（金）
１２日（月）
１３日（火）
１４日（水）
１９日（月）

本会議[提案説明]
本会議[大綱質疑～委員会付託]
本会議[一般質問]
本会議[一般質問]
本会議[一般質問]
市民福祉常任委員会
経済建設常任委員会
総務文教常任委員会
本会議[委員長報告～採決]

議 会 日 誌

スマホかタブレットで
スキャン！
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